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NEASE-Net第２回フォーラム開催のご挨拶
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島根県立大学学長の宇野重昭でございます。

本日は、第2回北東アジア研究交流ネットワーク(NEASE-NET)のフォーラムと総会のため、ここ島根県立大学にはるばるご参加くださいより心より御礼申し上げます。会場をお引き受けした開催校を代表して会員の皆様、そして会員外で参加してくださいました専門家・教職員、そして市民の皆様を歓迎致します。

この北東アジア研究交流ネットワークは、日本国内における北東アジア研究交流のネットワーク化を目指すものであり、個々の研究者とともに多数の関連する研究機関や組織が集うものとうかがっております。本日の主体が「東アジア統合の向けての共通の知的基盤を求めて」ということであるのは、いかにもこのNEASE-NETの性格にふさわしいものであると存じます。これまでリーダーシップを発揮してこられた代表幹事の岩手県立大学学長谷口誠先生にはあらためて敬意を表します。
また本日は韓国の東北アジア知識人連帯(NAIS-KOREA)の専門家の方々が相互交流を進展させるため代表団を派遣してこられています。我々日本のNEASE-NETとして歓迎したいと存じます。今回のフォーラムの後半で、韓国知識人の視点、東北アジア経済統合の方向、東北アジア知識人連帯の活動などについてご見解がうかがえるものと期待しております。また本日はモンゴルとロシアからも著名な方が参加しておられます。
この東北アジアという表現は、第二次世界大戦後、それも特に1990年代前半の冷戦終結後に広くもちいられるようになったものです。それよりはるか以前より東北アジア、あるいは東南アジアも含めて東アジアという言葉が一般的に用いられてきました。今回はその相違をとくに問題として取り上げることはせず、随時それぞれの立場で有効な表現を用いたと思います。

ここ島根県では、早くから日本の隣接諸国・諸地域に強い関心をもち、1993年以降は「北東アジア」という表現を定着してまいりましたが、2000年に島根県立大学を設置するにあたり、「島根県は地理的、歴史的、文化的に近い関係にある北東アジア地域をNORTH EAST ASIAN REGION すなわちNEARと呼び、長い将来にわたり、共に手を携えていこうと決意した」として日本全国さらには世界の『知』の受信・発信基地として、ここ浜田の地に大学を開設しました。
そこで、島根県立大学は、北東アジア研究に力を注ぎ、北東アジア研究に関する一連の出版物を刊行し続けています。とくに2001年以降には、大学の北東アジア地域研究センターから『北東アジア研究』(SHIMANE JOURNAL OF NORTH EAST ASIAN RESERCH)と題する専門学術雑誌を毎年2冊以上各地に送っております。さらに2003年には大学院に北東アジア研究科博士課程を設置することになり、北東アジア学創成を目指しているところです。このためにも日本各地における東北アジアあるいは北東アジア研究組織との交流には大きな関心を抱き、2003年12月には東北大学で開かれた“「東北アジア」”“Northeast Asia”の現在・未来を考える集い”にNEARセンター主任研究員井上定彦教授を送っています。
とうぜん我々としましては接近の方法論に大きな関心をもつものですが、北東アジア地域研究センターと称しますように、方法論上の基盤はあくまで地域研究においております。それは実務的・現実的・戦略的に重要であると考えるからです。
そして本日は基調報告として、早稲田大学教授の毛里和子先生に「学としての『地域研究』現状と課題」をうかがおうとしております。先生は早稲田大学のCOE研究プログラム「現代アジア学の創生」の中心として、ここ数年続々と貴重な研究書を出版しておられます。本日はそのエッセンスをうかがえるものと期待しております。
申し上げるまでもなく「地域」という表現を意識的に創出しはじめたのは16世紀にヨーロッパが世界的に発展し始める際、その隣接および辺境地帯を指してもちいたのが始まりで、実質的な地域研究は19世紀以来進み始めたものですが、とくに20世紀になって学会の動向に強い影響を及ぼし始めたのは1940年代のアメリカのアジアに対する地域研究が発端とされています。そしてその地域研究は、その後社会学の方法論を導入し、諸科学統合のグランド・オセリーを目指しました。しかし統合理論はなお模索段階にあり、嘗てのアメリカの戦略論的発想を超えての理論化は未完成です。
そこで島根県立大学では、すでに先駆者によって開拓されつつある「グローバリゼーションの時代の地域研究」の分野に乗り出し、国境を越えて、また国と地域をリンクして、さらには国家間における新しい実体を求めて「超域研究」の重要性に力点を移しております。また、国際的な知的連帯の領域を拡大し、「方法として北東アジア学」の分野にも踏み込もうとしております。このテーマに関しましては、とくに若い世代からの独創を強く求めているところです。

もちろんエルダー・ジェネレーションからの刺激の必要性は申し上げるまでありません。このため島根県立大学では、毎年10名以上の専門家をお招きし、その方法論をうかがっております。最近では、溝口雄三教授から『方法としての中国』(東京大学出版会、1989年)の考え方を繰り返しうかがっています。また中国社会科学院の孫歌博士からは、日中の歴史問題の打開の隘路を乗り越えるため、代表作『アジアを語ることのジレンマー知の共同空間を求めて』(岩波書店、2002年)の論点を解説していただいております。そしてその“20世紀における歴史的悲劇と向き合い、怨恨と矛盾と直面しながらも、共同の知の世界を求める”発想に、強い共感を覚えております。
その意味でも今回のNEASE-NETのフォーラムに期待するところには大きなものがあります。今日から明日にあけて、北東アジア研究の交流・連携を目指し「国境を越えた知の交流空間を求めて」、そしてその基礎として「東アジア統合に向けての共通の知的基盤を求めて」などのパネルディスカッション、ラウンドテーブルディスカッションが開かれることが予定されています。また現実的に北東アジア経済協力関係の現状と課題の討論が展開されるとうかがっております。
まさに北東アジア研究のネットワーク化を目指す絶好の機会かと存じます。

本学は、地域に開かれた大学として、北東アジアに関する研究者、学者だけではなく、実務家、運動家、市民の方々の参加も歓迎しています。どうか今回のフォーラムの意義をあらしめるよう、ご協力を切にお願い申し上げ、共催校としてご挨拶申し上げます。ありがとうございます。
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